
※受診対象者の年齢基準を特定健康診査に合わせます。

子宮がん検診については近年の罹患の傾向に対応して20歳以上に引下げます。

※早期に対応することで優位にがん死亡率が下がるというエビデンスがある検診に絞り込みます。

※直接がん検診ではない項目を廃止し、受診者の少ない項目を廃止します。

がん検診助成事業の一部見直しについて
令和８年４月１日から

予防、健康づくりへの取り組みとして、疾病予防対策事業の受診年齢の差異解消とがん検診の整理を実施します！

現行 見直し後

受診対象者年齢３０歳以上

対象がん検診
・胃がん ・前立腺がん
・ピロリ菌 ・乳がん
・肺がん ・子宮がん
・大腸がん ・卵巣がん
・肝臓がん ・骨密度

受診対象者年齢４０歳以上

対象がん検診
・胃がん ・子宮がん

・肺がん （※20歳以上）

・大腸がん
・前立腺がん
・乳がん

見直し内容



※日帰りドックの受診対象者の年齢基準を特定健康診査に合わせます。

※被扶養者への日帰りドックについて、特定健診及びがん検診の助成により、一定の疾病予防対策を実施して
いますので廃止します。

人間ドック助成事業の一部見直しについて
令和８年４月１日から

予防、健康づくりへの取り組みとして、疾病予防対策事業の受診年齢の差異解消と被扶養者ドックをなくします！

現行 見直し後

一泊        40歳以上 40,000円
日帰り 35歳以上 25,000円
脳ドック 40歳以上 30,000円
被扶養者 40歳以上 25,000円

一泊     40歳以上 40,000円
日帰り 40歳以上 25,000円
脳ドック 40歳以上 30,000円
被扶養者 廃止

見直し内容
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